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１．はしがき

北海道家庭学校寮長藤田俊二（1932−2014，昭和�−平成26）は、1963（昭和38）年から1993

（平成�）年までの在職期間中を中心に数多くの実践記録を残した。個人による記録としては、

圧倒的な分量である（資料�）。その質においても、「普遍史」的な吟味に耐えうる卓越性を示

しているであろう。その記録について、本稿は、現時点で把握できたものを一覧にしてまとめ

るものである。

藤田の生涯（拙稿「北海道家庭学校寮長藤田俊二年譜」『宮崎大学教育文化学部紀要』教育科

学、第27号、2012、参照）において、重い位置を占める「実践」ということばで何を指すか、

はじめに概念規定しておこう。先行する所見（斎藤浩志「教育実践とは何か」『現代教育学事典』

労働旬報社、1988）を参考に、人間が対象（自然、社会、個人）に目的意識的に働きかけると

いう基本構造をもった活動過程を指すものとして、本稿では「実践」ということばを使用する。

その場合、内容に即し�つの点に留意したい。

第一に、人間が対象に、という点について。対象とは北海道家庭学校の少年たち、とりわけ

石上館に所属する少年たちを指す。「人間」とは、誰が、という活動の主体を示す。具体的には

寮長藤田俊二を指す。実践者という場合には -寮母として藤田に同伴した、藤田節子夫人の役

割も不可欠であるが、第一義的には -藤田俊二という主体の活動を尊重したい。その場合に�

つの成立契機が想定できるだろう。第一に学校全体としての共通規範。北海道家庭学校全体の

基本理念（「教育事業」、「境遇の転換」、「家庭にして学校、学校にして家庭」、「天然の教育」、

「難有」、「流汗悟道」など）、年間行事（朗読会、平和山登山、運動会、10 kmマラソン大会、修

学旅行、収穫感謝祭、スキー大会、雪像コンクールなど）、運営方式（夫婦小舎制、午前の学業、

午後の作業班活動、作業賞受賞など）等の諸規範にしたがい組織の構成員として活動している

契機がある。こうした諸規範は、創設者留岡幸助の時代以来、倫理的習慣として長い年月をか

けて機能し、「伝統」として定着している。そのような共通契機とともに第二に、藤
﹅
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﹅

の目的・方法意識に導かれた活動の契機がある。少年一人一人に即して自発的に日誌を作成
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したこと自体が、そのことをなによりも証明する。また、行動からはうかがい得ない少年の内

面を理解するため、少年一人一人が綴る日記について藤田は、必要に応じて題目を設定して働

きかけていた経緯（1967〜1990）がある。とりわけ1981（昭和56）年には積極的に働きかけ、

その設定が30回を越えていた。具体的題目は多様で、「生んでくれた母と育ててくれた母」とい

う題目（1981.12.22）も、その一例である。こうした事情も、個人的契機によって成立してい

る。内
﹅

容
﹅

に示されたその日誌の決定的な徴表は、家庭学校内部での少年にかかわる生活上の出

来事についての具体的事実関係の記述に徹して限定しながらも、家庭学校内部の関係者（校長、

同僚など）にむけた報告を目的として記された文書ではなく、より一
﹅

般
﹅

性
﹅

の
﹅

次
﹅

元
﹅

を意識して記

述されている点である。日誌の記述が具体的描写性とともに説明的配慮を示している場合があ

ることは、その点を表している。一例をあげよう。寮内では寮生の誰々を誰々の「親とする」

ということがある。「親とは新入生の面倒一切を見る重要な役だけに古参でかなりの力のある

者でなければつとまらないのだが」と、藤田は日誌（整理番号76：1980.1.10）で説明的な配慮

をもって記している。現在および将来における理解者−少年のおかれた境遇を想像し、なにほ

どか共感にいたれる理解者−を読者として期待感とともに想定していることがうかがえる。こ

の種の配慮は、在職中の日誌の全体に通底する。藤田の実践記録、とりわけ日誌を特徴づけて

いるのは、以上�つの契機のうち−両者が不可欠な重要性を示しているが−後者が際立ってい

ることである。

第二に、目的意識的に、という点について。「実践」はしばしば「理論」と「実践」と対比し

て把握されるが、藤田の場合には「理論」という形式を期待することは、適切さを欠く。事実

認識、意識、意見、願望、期待、予想、賛嘆、叱責（「大喝！」）などを包括したものとして「思

想」に着目したい。日常語としていえば「思い」である。それは、思想それ自身として藤田自

身によって自覚的に把握されたり、もしくは藤田の自覚のいかんを越えて、実践記録そのもの

に表出されうるであろう。

第三に、目的意識的という場合の目的の意味について。少年に対する働きかけの目的は、創

設者留岡幸助が提示した理念に即して「教育事業」として行われてきていること、そして、少

年たちから「寮長」は「先生」と一般に呼ばれている実状その他を踏まえれば、教育実践とし

て捉えることは不都合ではない。しかし、本研究では、ただちに教
﹅

育
﹅

実践と把握することに対

し、あえて抑制的であろうとする。藤田が示した実践とその記録は、北海道家庭学校史という

文脈を越えて、「教育」とは何か、という根源的ともいえる問題提起を含んでいると筆者は予想

するからである。この点も内容的な検証を踏まえ、適切性のいかんを吟味したい。

第四に、活動過程について。過程として捉えることは、とりわけ�つのことを意味する。第

一に、始まり、中間、終結があるということ。藤田の働きかけの場合には、特定の少年の入所

（入寮）から卒業就職までの−少年によっては、転寮、少年院入所、公立中学校復学といった経

過をとる−一連の少年の生活事実、行動にかかわる藤田の活動の過程があるのみではない。そ

の活動過程が職務上は第一義的に重要であるが、家庭学校を離れた後の経過に対する応対（卒

業後のかかわり）も、藤田にとって不可欠な責務的な課題として継続的に意識されていた。し

たがって、寮
﹅

長
﹅

としての職務上の実践と、その機会は、在職中のみならず、以後、現在にいた

るまで（2014年�月）、藤田自身の主観的意識のなかでは進行中といえる。第二に、少年から働

き返されるという双方向があること。日誌は、その種の実践の諸局面を伝える。藤田の期待に

反する場合もあれば、予想をはるかに超えて、賛嘆の念が喚起される場面（資料�）も、数限
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りない。少年別の日誌には、記述した日付けの箇所に、当の少年の日記が糊付けして添付され

ている。藤田の日誌と少年の日記とを対比するならば、事例によっては、対話的ともいえる交

流場面が展開している。その様相一つ一つは断片（資料�）であるが、一人一人に即し、また

複数の少年に即し、一連のものとして具体的に跡づけるに値する。

以上のように留意する職務上の実践にかかわって、藤田自身による記録の全体を、本研究で

は便宜的に次のように類別する。

Ⅰ 日誌：藤田が家庭学校に着任したのが1963（昭和38）年�月で、向陽寮、洗心寮を経て石

上館寮長就任にいたったのが1965（昭和40）年�月だった。その年、藤田は33歳になる。同

年の10月入校し、同寮に入寮した少年について専用のノートを用意して入寮当日より記録す

るようになった。以後、1990（平成�）年までの25年間にわたって、石上館に入寮してくる

少年について、個人別にノートを用意し、毎日欠かさず記述し、合計して147名の日誌を蓄積

することになった。石上館での寮生活がもっとも長期にわたった事例は�年�か月で、藤田

の日誌も−添付された少年の日記も包み込みながら、分厚く−16冊に及んだ（資料�）。日誌

全体の現物は、筆者が藤田から託されて宮崎大学教育文化学部の所属講座内で保管している

（2006年�月以降）。

Ⅱ 報告：北海道家庭学校機関誌『ひとむれ』に掲載された「蔬菜部」「園芸部」といった作業

部報告や東北・北海道地区の教護院研修会で報告した文書「寮長二十年のくぎりに」（1983）

など。

Ⅲ 著作：『もうひとつの少年期』（晚聲社 1979）、『まして人生が旅ならば−北海道家庭学校卒

業生を訪ねて−』(教育史料出版会 2001)。

Ⅳ 論説等：民間の雑誌等に掲載されたもので、その時々に編集者、団体等から求められた問

いに対する所見をその一般読者に向けて、少年の事実関係を踏まえながら啓発的に述べた説

明的文章。

Ⅴ その他：講演および未発表原稿。

実践の記録として以上の�類を全体構造として把握すれば、Ⅰ類の日誌がもっとも基底部分

におかれている。在職中持続的で分量としても厖大である。読み手は明確な形では特定されて

はいない。その時々の身長、体重、学業成績、入賞など客観的な生活諸事実とともに、藤田個

人の主観的所見−藤田の眼に映った一人一人の成長の事実とそれについての評価等−が豊富に

記述されている。「どっしりとした風格」「重み」などの表現は、少年たちに共通して藤田が一

貫して用いていた。そうした実践記録の内容を基底に、その上部において客観的事実を中心に

整理し記述し（「蔬菜部」報告なども含む。資料�）、一部において、指導のあり方等について

反省的に抽象化して明確にした方針の提示を含みながら、職務課題を同じくする専門家を読み

手として特定して、知識情報の共有を目的として報告された記録が、Ⅱ類である。こうしたⅠ、

Ⅱ類の内容は、Ⅲ類を成立させる。すなわち、Ⅰ、Ⅱ類の内容について、たとえその一部分に

過ぎずとも記述し、同業の専門家のみならず、同時代における学校教育、児童福祉、少年司法

等の諸分野に携わる人々、一般読者を想定し、一定の主題（主導動機）のもとで知識伝達し、

少年たち、卒業生たちのあり方について理解を求めたいという願望や啓発的動機に支えられ、

Ⅲ類に属する著作が成立している。「もうひとつの少年期」という書名そのものが、この種の動

機を部分的に表している。Ⅳ類に属する論説等には、Ⅲの動機をより徹底して、主張を明快に
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打ち出している部分がある。「『非行少年』という『少年』はいない」、「息のながい仕事であり

たい」といった基本的所見を含む論説などは、この類を代表する。分量的には多くはないが、

事実の記述に徹しようとする藤田の記録のなかにも、こうした問題提起的な思いを披瀝する部

分を見出すことができる。機関誌「ひとむれ」の後記を藤田は担当することがあったが、断片

的にその種のものが初期の記録でも表れている（資料�）。現状打開を求める、こうした発言へ

意欲は、直接的な形で聴衆に語ることにむかった。退職後、求めに応じて藤田は全国各地で講

演を行うことになった。その場合でも -日誌現物を演壇上に置いて、もしくは、あるかのごと

く- 事実に即す、という姿勢は基本的に保持されていたと推測される。Ⅴ類には、「その他」と

して、文章記録そのものではないが、関連する事項ということで、その講演実施状況をまとめ

た。この類には、もう一つ、未発表原稿をここに位置づける。ⅠからⅣまでのいずれかに積極

的に位置づけることが困難であるゆえに、この部類とした。しかし、その一点の内容はといえ

ば、藤田の少年理解の深みの度合い−とりわけ苦難についての共感的な理解−とその「普遍史」

的意味を示すという点で、最高度に重要な資料であるにちがいない。

２．実践記録一覧

Ⅰ 日誌

氏名を伏せた形で一覧にして本稿で、別記した。

１．個人表記について。

1965（昭和40）年10月から開始された第1冊のノ−ト表紙には「＊＊君行動記録」と記されて

いる（＊＊は少年の氏名）。以後、ノート（大学ノート）には「行動記録」の表記はなく、氏名

とともに、記述した開始日と最終日とがマジックで表記されている。本研究では、実名・仮名

は表記しない。少年についての藤田の日誌を少年個人別に整理上の番号を付すこととした。

氏名を表す場合、「＊＊(1)」の場合、整理番号
の少年の氏名を指す。なお、整理番号と実名

との対照表は、個人情報保護の見地を厳守して筆者（河原）が保持している。

２．時期区分について。

最終の日誌は、1990(平成�)年
月に入校・入寮した少年について記述したもので、整理番

号を147と付した。60歳定年退職になる1993年�月末日以前、1990年�月まで藤田は継続して

記述した。1965年10月以来記しているので、ちょうど30年の在職中、25年間記述したことにな

る。この膨大な日誌（147名分）を便宜上、�期に分けることとした。1969(昭和45)年�月谷昌

恒校長就任を画期にして、前後を分ける。それ以前は、留岡清男校長時代で初期とする。「寮長

二十年のくぎりに」(資料�)を発表した1983（昭和58）年11月を境に谷校長時代を中期・後期

に分ける。概ね、藤田三十代が初期、四十代が中期、そして50代が後期になる。

初期（1965.10〜1969.3)：17名 整理番号 1− 17 藤田33−36歳

中期（1969.4〜1983.11）：90名 整理番号 18−107 37−51歳

後期（1983.12〜1990.3)：40名 整理番号108−147 52−58歳

３．日誌作成着手以前の寮生について。

藤田は、着任した1963年�月の時点より、整理番号
の少年を引き受けるまでの間に、資料
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によって確認できるかぎり、17名の少年と過ごした。着任の時点ですでに入寮していた少年を

引き継いだケース、あるいは、入校し入寮したが、間もなく転寮したケースなどがある。これ

らの少年について、藤田は日誌を作成していないので、0-1、0-2、のように表記し、在籍期間

のみ確認することとした。これらの寮生の一部は、後に卒業生として石上館を訪問し、日誌の

なかに登場してくる。

Ⅱ 報告

(
)「蔬菜部」『ひとむれ 収穫感謝特集』通巻299号、1967年12月10日

(�)「蔬菜部」『ひとむれ 収穫感謝特集』通巻311号、1968年12月
日(資料�)

(�)「
年の仕事を終えて」蔬菜部報告『ひとむれ 収穫感謝特集』通巻335号、1970年12月


日

(�)「低学力学級からの報告」『ひとむれ 教育特集号』通巻353号、1972年�月
日

(�)「わが寮卒業生36名の予後記録」同上

(�)「後記」同上(資料�)

(�)「園芸部」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻407号、1976年�月
日

(�)「日誌抄−Ｋのこと−」『ひとむれ 教育特集号』通巻411号、1976年�月
日

(�)「千歳方面を歩いて」『ひとむれ』通巻470号、1981年
月
日

(10)「たゆたいの夏」『ひとむれ』通巻480号、1981年�月
日

(11)「道央を歩いて」『ひとむれ』通巻483号、1982年11月

(12)「園芸部」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻485号、1982年�月
日

(13)「園芸果樹部」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻497号、1983年�月
日

(14)「『重味』について」『ひとむれ 500号記念特集号』通巻503号、1983年�月
日

(15)「夏の旅」『ひとむれ』通巻505号、1983年�月
日

(16)「寮長二十年のくぎりに」昭和58年度全国教護院教護研修会、1983年11月16日(資料�)

(17)「果樹園芸部の
年」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻512号、1984年�月
日

(18)「乱山の若者群像」『ひとむれ 創立七十周年記念誌』通巻521号、1984年�月

(19)「あとがき」同上

(20)「果樹園芸部の
年」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻529号、1984年11月23日

(21)「あとがき」同上

(22)「果樹園芸部」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻538号、1985年11月23日

(23)「後記」同上

(24)「札幌、小樽、岩内を歩いて」『ひとむれの若者たち−倖せへの回帰の模索−』1986年
月、

北海道家庭学校

(25)「後記」同上

(26)「果樹園芸部」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻551号、1986年11月23日

(27)「後記」同上

(28)「果樹園芸部のこと」『ひとむれ 収穫感謝号』通巻554号、1987年11月23日

(29)「後記」同上

(30)「果樹園芸部の
年」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻577号、1988年11月23日

(31)「後記」同上
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(32)「果樹園芸部」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻590号、1989年11月23日

(33)「後記」同上

(34)「後記」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻612号、1991年11月23日

(35)「後記」『ひとむれ 収穫感謝特集号』通巻626号、1992年11月23日(資料	)

Ⅲ 著書

(
)『もうひとつの少年期』晚聲社、1979

初期（1960年代）に入所した少年�名についての日誌記録。少年は「島田」「水木」「郷田」

という仮名で登場する。それぞれ日誌は現存し、＊＊（16）、＊＊(9)、＊＊(5)を指す。

(�)『まして人生が旅ならば−北海道家庭学校卒業生を訪ねて−』教育史料出版会、2001

Ⅳ 論説等

在職中

(
)「僕の学級−けなげな努力に頭が下がる−」『小さななかま』第100号、1979年�月

(�)「続もうひとつの少年期」第
回『けやきの街』第27号、1980年�月

(�)「続もうひとつの少年期」第�回『けやきの街』第28号、1980年�月

(�)「『非行少年』という『少年』はいない」『季刊 人間雑誌』第�号、1980年�月

(�)「続もうひとつの少年期」第�回『けやきの街』第29号、1980年�月（未確認）

(�)「続もうひとつの少年期」第�回『けやきの街』第30号、1980年10月

(�)「続もうひとつの少年期」第�回『けやきの街』第31号、1980年11月

(�)「続もうひとつの少年期」第�回『けやきの街』第32号、1980年12月

(�)「かみさま お父さんお母さんを仲良くさせて−北海道家庭学校へ送られてきた少年の心の

軌跡−」日本子どもを守る会編『子どものしあわせ』第314号、1980年11月�日、草土文化

(10）毎日放送ラジオ・インタビュー記録「悲しみを奥歯で噛み切ってしまえ−非行少年逆転の

軌跡−」1981年�月

(11)「続・春・断片−日記と手紙−」『北方教護』1981年�月30日

(12)「立春以後」全国教護院協議会『非行問題』第185号、1982年

(13)「対談 夫婦が強く生きていくのが唯一のささえ」近藤薫樹と対談、『ちいさいなかま』第

133号、1982年�月

(14)「不安なのです 子どもたちは」『月刊地域保健』第15巻第�号、1984年�月

(15)「対談 親がつよく生きていくのがささえ」近藤薫樹編『子育て−21世紀にかける−』1984

年、草土文化

(16)「『悲しみの子どもたち』をふやさない」『子どものしあわせ』第386号、1986年
月

(17)「乳の優しさ」『ちいさいなかま』第184号、1986年
月

(18)「いつもながらに酔いつぶれて」『母の友』第395号、1986年�月

(19)「夏から秋」『非行問題』第193号、1987年
月

(20)「益田喜頓のこと」『やまなみ』遠軽町図書館10周年記念誌、1990年�月

(21)「佐名のこと」『非行克服現場からの報告⑥ 明日にはばたけ』1991年、全国教護院協会

(22)「続もうひとつの少年期」『非行克服現場からの報告⑧ 親って 家族ってなぁに』1993年、

全国教護院協会
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(23)「『山びこ学校』のこと」『非行問題』第199号、1993年、全国教護院協議会

退職後（1993年４月以降）

(24)「非行少年という少年はいない−「もうひとつの少年期」再論−」『月刊 社会教育』第455

号、1994年

(25)「『山びこ学校』と無着成恭先生のこと」『道南市民ジャーナル』創刊号、1997年�月

(26)「人生相談回答 義父の眼をみすえて頑張って」『現代ニッポンにおける人生相談 週刊

朝日別冊』1997年�月

(27)「息のながい仕事でありたい」『平成12年度 宮崎大学教育文化学部フレンドシップ事業報

告書「体験」を通じての学び』2001年�月

(28)「旅の途中」『非行問題』第207号、2001年、全国児童自立支援施設協議会

(29）若い友人への手紙」『おおの』2003年
月、大野町教育委員会

(30)「追慕」（藤井常文『北海道家庭学校と留岡清男−創立者・留岡幸助を引き継いで』三学出

版、2003年�月）

(31)「大いなる責任」『おおの』2004年
月か、大野町教育委員会

(32)「�％のための教育論を」『生活と自治』第432号、生活クラブ事業連合、生活協同組合連

合会，2005年�月

(33)「じっくり、さりげなく聴く」『生活と自治』第433号、生活クラブ事業連合、生活協同組

合連合会，2005年�月

(34)「曖昧な存在を引きずって生きる」『生活と自治』第435号、生活クラブ事業連合、生活協

同組合連合会、2005年�月

(35)「93％の子どもたちは序列化の中で…」『生活と自治』第436号、生活クラブ事業連合、生

活協同組合連合会、2005年�月

(36）インタビュー記事「『自立』を支える」『いるか通信』第�号、2005年�−�月

(37)「ごあいさつ」『ふくろう通信』(「青少年の自立を支える道南の会会報」)No.1、2005年�月

18日

(38)「設立趣旨 新たなスタート」パンフレット「青少年自立援助ホームふくろうの家」2007

年�月

(39)「新しい船出」『ふくろう通信』No.5，2007年�月10日

Ⅴ その他

講演

(
）1996（平成�）年11月�日、立正大学経済学部

「もうひとつの少年期のその後の人生」（講演原稿あり）

(�）1997（平成�）年11月21日、横浜知的障害関連施設協議会

「施設の生活−もう一度教護をやりたい−」

(�）1999（平成11）年10月23日、北海道里親連合会（洞爺温泉ホテル）

「少年達の群像−北海道家庭学校の30年を振り返りつつ−」

(�）2000（平成12）年12月、宮崎大学教育文化学部

「北海道家庭学校の教育について−自然、労働、生の賛歌の回復−」
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(�）2002（平成14）年
月30日、大阪府立大学社会福祉学部

「北海道家庭学校の教育について−自然・労働・人生の賛歌の回復−」

(�）2002（平成14）年11月16日、高知県立高知学園

「北海道家庭学校の30年をふり返りつつ非行とは何だったかを問う」

(�）2002（平成14）年11月18日、文京学院大学

「もう一つの少年期を生きる子どもたち」

(�）2003（平成15）年�月21日、大野町高齢者大学

「将来を語り合いながらの厳しい対峙の30年−ともに暮らした少年たちとの日々と書き続

けた日々−」

(�）2005（平成17）年�月27日、上磯町民協第�ブロック講演会

「特色ある少年達と交わって」（主催者側設定の仮題か）

(10）2005（平成17）年�月16日、札幌（主催者未確認）

「少年の不安」（講演原稿�枚）

(11）2005（平成17）年11月16日ルーテル市ヶ谷センター、厚生労働省・東京都・全国児童自立

支援施設協議会「児童自立支援事業105年周年記念大会」記念講演

「息のながい仕事でありたい−自然、労働、人生の賛歌の回復−北海道家庭学校の教育に

ついて」

(12）2006（平成18）年
月30日、東京都立誠明学園

「北海道家庭学校で暮らした30年、そして今」

(13）2006（平成18）年�月25日、北斗市かなでーる

「息のながい仕事でありたい−人生の賛歌の回復・自然、労働、家庭−」

(14）2008（平成20）年�月21日、児童家庭支援センター（千葉）

「子どもの心とどう向き合うか−児童自立支援施設と自立援助ホームでの経験から−」

未発表原稿

１．「誰れが悪いのでもない−ある父子の1960年から1994年�月までの日々−」（原稿用紙157

枚）

退職して帰郷後に執筆。1978年�月、北海道札幌市内で起こった少年通り魔事件の記録に

基づく。

「平井幸策」（仮名）という少年についての記録。タイトルは、原稿本文で断っているよう

に、萩原葉子『誰が悪いのでもない−明子は何処へ−』海竜社、昭和61年、による。当該少

年についての藤田の日誌は現存する。整理番号89。

２．「歳月」原稿用紙�枚。

附記

藤田俊二氏は、2014（平成26）年�月29日、今年からの闘病生活の末、逝去された。81歳。

生前のご厚誼に感謝しつつ、謹んでご冥福を祈ります。合掌。
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資料１

退職後、北斗市の自宅�階で保管された全日誌。ノートは個人別に用意されている。少年の日記もその

日の記述箇所に添付されている。実践記録全体のなかで、もっとも大きな部分を占める。
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資料２

この日（1979.10.23）、少年＊＊(74）の落ち葉取りの情景を記している。この少年についての藤田の日誌

も、少年の毎日の日記から印象深い箇所をしばしば引用し、少年と対話するかのように記述されている。



北海道家庭学校寮長藤田俊二の実践記録一覧 97

資料３−１

桂の苗木を植える作業の様子を記している少年（整理番号85）の日記（1981.11.6）。
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資料３−２

植林に取り組んだ少年のことに藤田はその日誌（1981.11.6）でふれる。
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資料４

整理番号33の寮生。事情あって、小学第�学年から入寮した。卒業は中学第�学年の�月。卒業の日の

前夜、藤田は次にように記した。「あんまり感傷的な雰囲気になってしまったら辛くなる気がして、コーラ

を飲みながら、昔の石上館の話などをしてできるだけさりげないかたちの送別会にしたのだった。いよい

よ今夜で最後、＊＊(33）の転出証明を見せながら、『明日からは札幌の市民になるんだぞ！札幌の人口は

�人ふえるんだ！』と言ったら、『札幌の人になるのかい僕も！』とびっくりしていた眼の輝きが印象的だっ

た」（下線部朱筆）。
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資料５

作業班活動で、この時藤田は蔬菜部を担当し、所属した少年たちを指導した。家庭学校着任後�年目。
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資料６

家庭学校着任10年目。「義務教育」への問いかけとともに、幸助、清男の伝統をうけ継ぎ、新たに谷校長時

代が始まったことを、藤田は力強く受けとめる。
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資料７−１

寮長20年の区切りに、あらためて「記録」することについて、先人の歩みにふれつつみずから振り返る。

また、少年たちに「日記」を書かせることの意義についてふれる。
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資料７−２
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資料７−３
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資料７−４
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資料８

退職の�年前。全体への目配りが行き届いている。藤田はこの時石上館寮長職を退き、教務部長を担当

していた。
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別記

藤田俊二日誌 一覧

向陽寮で、
引き継ぐ。

日誌作成せず。1964.4.101958.6.160-2

向陽寮で、
引き継ぐ。

日誌作成せず。1965.10.31963.4.230-1

備考日誌の分冊状況
卒業､退校､
転尞年月日

入校年月日、一
部に転寮年月日

整理
番号

0-6

向陽寮で、
引き継ぐ。
東京就職。

日誌作成せず。1966.10.51961.2.170-5

向陽寮で、
引き継ぐ。
卒業。

日誌作成せず。1966.2.221963.4.190-4

向陽寮で、
引き継ぐ。

日誌作成せず。1965.4.51962.2.220-3

1964.3.60-9

転寮。卒業日誌作成せず。1966.2.221963.10.210-8

柏葉寮より
石上館へ転
出。

日誌作成せず。1967.10.91964.10.9入校
1966.10.28

0-7

向陽寮で、
引き継ぐ。

日誌作成せず。1964.9.121958.10.7

1966.9.121960.6.200-11

掬泉寮より
石上館へ転
出。卒業。

日誌作成せず。
1967.3.2

1964.8.20入校
1966.3.13

0-10

転寮｡卒業｡日誌作成せず。1967.4

日誌作成せず。1969.4.101966.7.260-14

日誌作成せず。1967.5.61965.3.20-13

卒業。日誌作成せず。1966.4.151964.9.80-12

転寮。日誌作成せず。

日誌作成せず。1968.2.141964.12.170-17

楽山寮へ転
出。

日誌作成せず。1966.8.291965.12.140-16

平和寮へ転
出。

日誌作成せず。1966.7.121964.10.120-15
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�冊
第
分冊、1965.11.25〜1966.2.1
第�分冊、1966.2.2〜1966.5.5
第�分冊、1966.5.6〜1966.11.3
第�分冊、1966.11.4〜1967.1.28
第�分冊、1967.1.29〜1967.10.8
第�分冊、1967.10.8〜1968.2.18
第�分冊、1968.2.19〜1968.5.4卒業

1968.5.41965.11.252

第
冊は
「＊＊君行
動記録」と
題す。＊＊
箇所は少年
氏名。

�冊
第
分冊、1965.10.20〜1966.2.22
第�分冊、1966.2.23〜1966.5.2
第�分冊、1966.5.3〜1966.12.6
第�分冊、1966.12.7〜1967.4.10
第�分冊、1967.4.11〜1967.6.17
第�分冊、1967.6.18〜1967.9.18
第�分冊、1967.9.19〜1967.10.22

1967.10.221965.10.201

6

『もうひと
つ の 少 年
期』で「郷
田」。

12冊
第
分冊、1966.7.12〜1966.10．18
第�分冊、1966.10.19〜1967.1.27
第�分冊、1967.1.28〜1967.7.6
第�分冊、1967.7.7〜1967.11.27
第�分冊、1967.11.28〜1968.5.11
第�分冊、1968.5.12〜1968.8.8
第�分冊、1968.8.9〜1968.12.7
第�分冊、1968.12.8〜1969.3.7
第�分冊、1969.3.8〜1969.6.28
第10分冊、1969.6.29〜1969.10.18
第11分冊、10.19〜1970.1.30
第12分冊、1970.1.31〜1970.3.13

1970.3.131966.7.125

掬泉寮へ転
出。

�冊
第
分冊、1966.5.31〜1966.10.29
第�分冊、1966.10.30〜1967.3.30
第�分冊、1967.3.30〜1967.7.7
第�分冊、1967.7.8〜1967.8.26

1967.8.261966.5.314

�冊
第
分冊、1966.3.12〜1966.6.26
第�分冊、1966.6.27〜1966.11.17
第�分冊、1966.11.18〜1967.7.14
第�分冊、1967.7.15〜1967.12.30
第�分冊、1967.12.31〜1968.3.25卒業

1968.3.251966.3.123

�冊
第
分冊、1966.9.2〜1967.1.25
第�分冊、1967.1.26〜1967.10.3
第�分冊、1969.9.10〜1969.12.17

1970.4.91966.9.27

�冊
第
分冊、1966.8.28〜1966.12.28

＊大学ノート
第�分冊、1966.12.29〜1967.10.24

＊リングノート
第�分冊、1967.10.25〜1968.4.15
第�分冊、1968.4.16〜1968.8.1

1968.8.11966.8.28
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�冊
第
分冊、1966.9.30〜1967.2.4
第�分冊、1967.2.5〜1967.10.2
第�分冊、1967.10.3〜1968.2.18
第�分冊、1968.2.19〜1968.6.1
第�分冊、1968.6.2〜1968.9.8
第�分冊、1968.9.9〜1968.12.17
第�分冊、1968.12.18〜1969.4.8
第�分冊、1969.4.9〜1969.7.12
第�分冊、1969.7.13〜1969.8.2卒業

1969.8.21966.9.308

＊「平和寮より戻って」と表紙に記載
第�分冊、1969.12.18〜1970.4.9卒業
日誌末尾に以下の記載。「明、暗、明、暗、明々、様々
な紆余曲折の末に漸く辿り着いた卒業までの永い
道！一時どうなるかと辛い思いだったのだが−。と
にかく�年�ヶ月の家庭学校の生活は経ったのだ。
これからは登の望んだ海の男の生活が始まる。頑張
れよ！」。

12

10冊
第
分冊、1967.10.18〜1968.1.17
第�分冊、1968.1.18〜1968.3.19
第�分冊、1968.3.20〜1968.6.14
第�分冊、1968.6.15〜1968.9.6
第�分冊、1968.9.7〜1968.12.7
第�分冊、1968.12.8〜1969.2.14
第�分冊、1969.2.15〜1969.5.19
第�分冊、1969.5.20〜1969.9.30
第�分冊、1969.10.1〜1970.1.17
第10分冊、1970.1.19〜1970.4.9

1970.4.91967.10.1811

�冊
第
分冊、1967.6.24〜1967.11.5
第�分冊、1967.11.6〜1968.4.24
第�分冊、1968.4.25〜1968.9.8
第�分冊、1968.9.9〜1969.1.28
第�分冊、1969.1.30〜1969.6.4
第�分冊、1969.6.5〜1969.10.22
第�分冊、1969.10.23〜1970.1.30
第�分冊、1970.1.31〜1970.3.14

1970.3.141967.6.2410

『もうひと
つ の 少 年
期』で「水
木」。

�冊
第
分冊、1967.2.16〜1967.6.29
第�分冊、1967.6.30〜1967.12.20
第�分冊、1967.12.21〜1968.6.28
第�分冊、1968.6.29〜1968.11.3
第�分冊、1968.11.4〜1969.4.5
第�分冊、1969.4.6〜1969.8.10
第�分冊、1969.8.11〜1969.12.25

1969.12.251967.2.169

�冊
第
分冊、1967.12.29〜1968.6.11
第�分冊、1968.6.12〜1968.10.15
第�分冊、1968.10.16〜1969.2.14
第�分冊、1969.2.15〜1969.5.14
第�分冊、1969.5.15〜1969.8.21

1970.3.101967.12.29
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�冊
第
分冊、1968.8.7〜1968.12.17
第�分冊、1968.12.18〜1969.5.14
第�分冊、1969.5.15〜1979.11.1
第�分冊、1969.11.2〜1970.4.16
第�分冊、1970.4.18〜1970.8.27
第�分冊、1971.8.28〜1971.3.21
第�分冊、1971.3.22〜1971.8.21
第�分冊、1971.8.22〜1971.9.20卒業
日誌末尾に以下の記載。「…＊＊（13）よ。社会の生
活は厳しいけれど、照なら心配ないと僕は確信して
いる。辛いことがあっても照なら耐えていくだろ
う、きっと。仕事はいろいろ変わるだろう！また
変って当然だ。＊＊(13)の笑顔と人格をわかってく
れる人達の中で人生が定着するはずだ。頑張れよ！
1971.9.21夜記」。

1971.9.201968.8.713

第�分冊、1969.8.22〜1969.11.22
第�分冊、1969.11.23〜1970.3.10

17

『もうひと
つ の 少 年
期』で「島
田」。

�冊
第
分冊、1968.11.7〜1969.2.20
第�分冊、1969.2.21〜1969.6.19
第�分冊、1969.6.20〜1969.10.21
第�分冊、1969.10.22〜1970.3.25
第�分冊、1970.3.26〜1970.7.7
第�分冊、1970.7.8〜1970.12.29
第�分冊、1970.12.30〜1971.3.11卒業

1971.3.111968.11.716

�冊
入校1968.4.14-1968.10.8までの日誌未確認。
1968年�月14日入校
第
分冊、1968.10.9〜1969.2.2
第�分冊、1969.2.3〜1969.5.14
第�分冊、1969.5.15〜1069.8.28
第�分冊、1969.8.29〜1969.12.6
第�分冊、1969.12.7〜1970.4.17
第�分冊、1970.4.18〜1970.6.29卒業

1970.6.291968.10.915

10冊
第
分冊、1968.9.13〜1968.12.25
第�分冊、1968.12.26〜1969.4.8
第�分冊、1969.4.9〜1969.8.5
第�分冊、1969.8.6〜1969.12.12
第�分冊、1969.12.13〜1970.4.20
第�分冊、1970.4.21〜1970.12.3
第�分冊、1970.12.4〜1971.4.27
第�分冊、1971.4.28〜1971.8.21
第�分冊、1971.8.22〜1971.11.2
第10分冊、1971.11.3〜1971.11.13卒業

1971.11.131968.9.1314

�冊
第
分冊、1968.12.7〜1969.4.18
第�分冊、1969.4.19〜1969.9.4
第�分冊、1969.9.5〜1970.2.1
第�分冊、1970.2.2〜1970.7.3
第�分冊、1970.7.4〜1971.1.16
第�分冊、1971.1.17〜1971.4.5

1971.4.51968.12.7
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�冊
第
分冊、1969.8.15〜1969.11.27
第�分冊、1969.11.28〜1970.4.7
第�分冊、1970.4.8〜1970.7.6
第�分冊、1970.7.7〜1970.12.12
第�分冊、1970.12.13〜1971.3.22
第�分冊、1971.3.23〜1971.4.3

1971.4.31969.8.1519

�冊
第
分冊、1969.6.7〜1969.9.20
第�分冊、1969.9.29〜1970.3.21
第�分冊、1970.3.22〜1970.7.26
第�分冊、1970.7.27〜1971.2.17
第�分冊、1971.3.4〜1971.8.1
第�分冊、1971.8.2〜1971.8.13卒業

1971.8.131969.6.718

23

�冊
第
分冊、1970.3.30〜1970.6.29
第�分冊、1970.6.30〜1971.1.11
第�分冊、1971.1.12〜1971.6.18
第�分冊、1971.6.19〜1971.10.19
第�分冊、1971.10.20〜1972.4.11

1972.4.111970.3.3022

�冊
第
分冊、1969.12.17〜1970.5.17
第�分冊、1970.5.19〜1970.12.25
第�分冊、1970.12.26〜1971.5.23
第�分冊、1971.5.24〜1971.10.8
第�分冊、1971.10.9〜1972.2.21
第�分冊、1972.2.22〜1972.4.27卒業

1972.4.271969.12.721

�冊
第
分冊、1969.10.18〜1970.1.16
第�分冊、1970.1.17〜1970.6.7
第�分冊、1970.6.8〜1970.12.11
第�分冊、1970.12.12〜1971.5.5
第�分冊、1971.5.6〜1971.9.17
第�分冊、1971.9.18〜1972.1.24
第�分冊、1972.1.25〜1972.11.2
第�分冊、1973.1.5〜1973.4.1卒業

1973.4.11969.10.1820

平和寮へ転
出。

�冊
第
分冊、1970.11.26〜1971.4.19
第�分冊、1971.4.20〜1971.8.23

1972.4.261970.11.2625

�冊
第
分冊、1970.7.28〜1970.12.24
第�分冊、1970.12.25〜1971.4.4
第�分冊、1971.4.5〜1971.7.15
第�分冊、1971.7.16〜1971.10.19
第�分冊、1971.10.20〜1972.3.14
第�分冊、1972.3.22〜1972.4.26卒業

1972.4.261970.7.2824

�冊
第
分冊、1970.4.17〜1970.8.16
第�分冊、1970.8.17〜1971.2.17
第�分冊、1971.2.18〜1971.7.23
第�分冊、1971.7.26〜1971.11.9

1971.11.91970.4.17
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�冊
第
分冊、1971.4.16〜1971.8.11
第�分冊、1971.8.12〜1971.11.2
第�分冊、1971.11.3〜1972.9.3
第�分冊、1972.9.4〜1973.3.27
第�分冊、1973.3.28〜1973.9.19
第�分冊、1973.9.20〜1974.1.21
第�分冊、1974.1.22〜1974.6.5
第�分冊、1974.6.8〜1975.3.28

1975.3.281971.4.1627

第�分冊、1971.8.25〜1971.11.19
第�分冊、1971.11.20〜1972.4.26

�冊
第
分冊、1971.1.7〜1971.4.17
第�分冊、1971.4.18〜1971.9.16
第�分冊、1971.9.17〜1971.12.15
第�分冊、1971.12.16〜1972.12.27
第�分冊、1973.1.10〜1973.4.1卒業

1973.4.11971.1.726

31

�冊
第
分冊、1971.8.20〜1971.11.14
第�分冊、1971.11.15〜1972.9.28
第�分冊、1972.9.29〜1973.4.7
第�分冊、1973.4.8〜1973.5.16卒業

1973.5.161971.8.2030

�冊
第
分冊、1971.6.21〜1971.10.19
第�分冊、1971.10.20〜1972.9.5
第�分冊、1972.9.6〜1973.4.2卒業

1973.4.21971.6.2129

�冊
第
分冊、1972.5.17〜1972.10.14
第�分冊、1972.10.15〜1973.6.12
第�分冊、1973.6.26〜1973.11.18
第�分冊、1973.11.19〜1974.3.26
第�分冊、1974.3.27〜1974.10.5
第�分冊、1974.10.14〜1975.3.28卒業

1975.3.281971.5.1728

16冊
第
分冊、1971.12.1〜1972.10.1
第�分冊、1972.10.2〜1973.4.16
第�分冊、1973.4.17〜1973.9.18

1977.3.141971.12.133

�冊
第
分冊、1971.11.18〜1972.9.7
第�分冊、1972.9.6〜1973.3.29
第�分冊、1973.3.30〜1973.4.11卒業
＊ 「1年間を振り返って」便箋�枚

1973.4.111971.11.1832

�冊
第
分冊、1971.9.28〜1972.2.18
第�分冊、1972.2.19〜1972.9.4
第�分冊、1972.9.6〜1973.3.2
第�分冊、1973.3.3〜1973.5.19卒業
＊姉との写真に「5.16に初めてきた姉さんの便りに
同封されていた幼い頃の写真。こんなにも明るく無
邪気だったのに」と添え書きされている。

1973.5.191971.9.28
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�冊
第
分冊、1972.2.26〜1972.10.19
＊『輪』創刊号1972.7.10発行人藤田
第�分冊、1972.10.20〜1973.6.9
第�分冊、1973.6.10〜1973.10.21
第�分冊、1973.10.22〜1974.2.21
第�分冊、1974.2.28〜1974.3.17卒業して復学

1974.3.171972.2.2634

第�分冊、1973.9.19〜1974.1.12
第�分冊、1974.1.13〜1974.6.21
第�分冊、1974.6.22〜1975.1.24
第�分冊、1975.1.25〜1975.6.10
第�分冊、1975.6.11〜1975.10.10
第�分冊、1975.10.11〜1975.12.16
第10分冊、1975.12.17〜1976.2.23
第11分冊、1976.2.24〜1976.4.26
第12分冊、1976.4.27〜1976.6.30
第13分冊、1976.7.1〜1976.9.8
第14分冊、1976.9.9〜1976.11.25
第15分冊、1976.11.26〜1977.1.28
第16分冊、1977.1.29〜1977.3.14卒業

38

�冊
第
分冊、1972.6.23〜1973.11.4
第�分冊、1973.1.5〜1973.7.11
第�分冊、1973.7.19〜1973.12.3
第�分冊、1973.12.4.〜1974.4.20
第�分冊、1974.4.21〜1974.6.6卒業

1974.6.61972.6.2337

�冊
第
分冊、1972.7.19〜1973.1.30
第�分冊、1973.1.31〜1973.7.9
第�分冊、1973.7.10〜1973.12.3
第�分冊、1973.12.4〜1974.5.3
第�分冊、1974.5.4〜1974.12.24
第�分冊、1974.12.25〜1975.4.25卒業

1975.4.251972.7.1936

11冊
第
分冊、1972.5.1〜1972.9.28
第�分冊、1972.9.29〜1973.3.3
第�分冊、1973.3.4〜1973.8.18
第�分冊、1973.8.19〜1973.11.24
第�分冊、1973.11.25〜1974.3.11
第�分冊、1974.3.12〜1974.9.13
第�分冊、1974.9.14〜1975.2.20
第�分冊、1975.2.21〜1975.6.22
第�分冊、1975.6.23〜1975.10.24
第10分冊、1975.10.25〜1976.1.11
第11分冊、1976.1.1〜1976.3.8

1976.3.81972.5.135

�冊
第
分冊、1972.10.6〜1973.5.31
第�分冊、1973.6.1〜1973.10.8
第�分冊、1973.10.9〜1974.1.23
第�分冊、1974.1.24〜1974.5.24
第�分冊、1974.5.24〜1975.1.7
第�分冊、1975.1.8〜1975.4.25

1975.4.251972.10.6
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�冊
第
分冊、1973.7.30〜1973.10.31
第�分冊、1973.11.1〜1974.2.17
第�分冊、1974.2.18〜1974.7.5
第�分冊、1974.7.6〜1974.10.10

1974.10.61973.7.3041

�冊
第
分冊、1973.5.18〜1973.9.19
第�分冊、1973.9.20〜1974.1.19
第�分冊、1974.1.10〜1974.5.18
第�分冊、1974.5.19〜1974.12.11
第�分冊、1974.12.12〜1975.5.3卒業

1975.5.31973.5.1840

�冊
第
分冊、1973.4.23〜1973.9.9
第�分冊、1973.9.10〜1974.2.1
第�分冊、1974.2.2〜1974.7.21
第�分冊、1974.7.30〜1974.9.9卒業

1974.9.91973.4.2339

45

�冊
第
分冊、1975.5.13〜1975.8.31
洗心寮より転入
第�分冊、1975.9.1〜1975.12.6
第�分冊、1975.12.7〜1976.2.6
第�分冊、1976.2.7〜1976.3.13卒業
日誌末尾に「再非行の心配は90％ない」と朱筆。

1976.3.131974.2.1544

10冊
第
分冊、1973.12.25〜1974.4.24
第�分冊、1974.4.25〜1975.1.10
第�分冊、1975.1.11〜1975.6.5
第�分冊、1975.6.6〜1975.1.19
第�分冊、1975.10.20〜1976.1.31
第�分冊、1976.2.1〜1976.4.6
第�分冊、1976.4.7〜1976.6.30
第�分冊、1976.7.1〜1976.9.20
第�分冊、1976.9.27〜1976.12.18
第10分冊、1976.12.19〜1977.3.14卒業

1977.3.141973.12.2543

�冊
第
分冊、1973.10.25〜1974.2.6
第�分冊、1974.2.7〜1974.6.24
第�分冊、1974.6.25〜1974.12.24
第�分冊、1974.12.25〜1975.5.7
第�分冊、1975.5.8〜1975.8.19
第�分冊、1975.8.20〜1975.9.7卒業

1975.9.71973.10.2542

川 崎 に 就
職。

14冊
第
分冊、1974.7.24〜1975.1.25

1980.3.241974.7.2446

�冊
第
分冊、1974.3.7〜1974.7.22
第�分冊、1974.7.30〜1975.2.21
第�分冊、1975.2.22〜1975.6.16
第�分冊、1975.6.17〜1975.10.9
第�分冊、1975.10.10〜1975.12.11
第�分冊、1975.12.12〜1976.2.7
第�分冊、1976.2.8〜1976.2.15

1976.2.151974.3.7
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�冊
第
分冊、1974.9.12〜1975.2.13
第�分冊、1975.2.14〜1975.6.21
第�分冊、1975.6.22〜1975.10.23
第�分冊、1975.10.24〜1976.1.15
第�分冊、1976.1.16〜1976.3.1

1976.3.11974.9.1247

第�分冊、1975.1.26〜1976.6.2
第�分冊、1975.6.3〜1975.9.23
＊「日記9.13−9.19」洗心寮で書いた日記

第�分冊、1975.9.24〜1975.12.12
第�分冊、1975.12.13〜1976.2.14
＊51年正月帰省中の日記再入校

第�分冊、1976.11.30〜1978.2.4
第�分冊、1978.2.5〜1978.4.5
第�分冊、1978.4.16〜1978.7.5
第�分冊、1979.7.6〜1980.9.12
第10分冊、1978.11.21〜1979.2.7
第11分冊、1979.2.8〜1979.5.3
第12冊、1979.5.4〜1979.9.11
第13冊、1979.9.12〜1980.1.20
第14冊、1980.1.21〜1980.3.24
日誌末尾に以下の記載。「永い間お世話になりまし
た」とぴょこんと頭を下げて＊＊（46）が発って行っ
た。なんだかぽかんと淋しい一日！再非行など絶対
無い！」（下線部朱筆）。

15冊
第
分冊、1975.4.17〜1975.5.31
第�分冊、1975.6.1〜1975.9.1
第�分冊、1975.9.2〜1975.12.3
第�分冊、1975.12.4〜1976.12.18
第�分冊、1976.2.19〜1976.4.30
第�分冊、1976.5.1〜1976.7.7
第�分冊、1976.7.8〜1976.10.1
第�分冊、1976.9.30〜1976.12.13
第�分冊、1976.12.14〜1977.2.26
第10分冊、1977.2.27〜1977.2.17
第11分冊、1977.5.18〜1977.8.8
第12分冊、1977.8.9〜1977.10.30
第13分冊、1977.10.31〜1978.2.3
＊「長芋掘りの図」

第14分冊、1978.2.4〜1978.4.8
第15分冊、1978.4.9〜1978.5.18卒業就職
＊「卒業を前にして」Ｂ4／�枚

1978.5.181975.4.1750

平和寮へ転
出。

�冊
第
分冊、1974.12.18〜1975.5.8
第�分冊、1975.5.9〜1975.8.30
第�分冊、1975.8.31〜1975.12.3
第�分冊、1975.12.4〜1976.2.21
第�分冊、1976.2.22〜1976.5.14
第�分冊、1976.5.15〜1976.6.5

1976.6.51974.12.1849

�冊
第
分冊、1974.11.7〜1975.2.13
第�分冊、1975.2.14〜1975.4.16

1975.4.161974.11.748



河原国男116

�冊
第
分冊、1975.6.5〜1975.8.28
第�分冊、1975.8.29〜1975.12.26
第�分冊、1976.1.6〜1976.2.26
第�分冊、1976.2.27〜1976.5.8
第�分冊、1976.5.9〜1976.6.30
第�分冊、1976.7.1〜1976.9.11
第�分冊、1976.9.12〜1976.11.6
第�分冊、1976.11.7〜1977.2.5
第�分冊、1977.2.6〜1977.4.5卒業

1977.4.51975.6.552

平和寮へ転
出。

�冊
第
分冊、1975.5.23〜1975.10.6
第�分冊、1975.10.7〜1976.2.1
第�分冊、1976.2.2〜1976.3.31
第�分冊、1976.4.1〜1976.6.13
第�分冊、1976.6.14〜1976.8.23
第�分冊、1976.8.24〜1976.11.10
第�分冊、1976.11.11〜1977.2.24

1978.2.241975.5.2351

10冊
第
分冊、1975.10.9〜1976.1.1
第�分冊、1976.1.2〜1976.2.24
第�分冊、1976.2.25〜1976.4.26

1977.8.91975.10.955

19冊
第
分冊、1975.9.3〜1975.11.12
第�分冊、1975.11.13〜1976.1.23
第�分冊、1976.1.23〜1976.3.20
第�分冊、1976.3.21〜1976.5.4
第�分冊、1976.5.5〜1976.6.25
第�分冊、1976.6.26〜1976.8.18
第�分冊、1976.8.19〜1976.10.25
第�分冊、1976.10.26〜1976.12.28
第�分冊、1976.12.29〜1977.3.20
第10分冊、1977.3.21〜1977.5.22
第11分冊、1977.5.23〜1977.7.8
第12分冊、1977.7.9〜1977.9.22
第13分冊、1977.9.23〜1977.12.11
第14分冊、1977.12.12〜1978.3.19
第15分冊、1978.3.20〜1978.6.11
第16分冊、1978.6.12〜1978.8.25
第17分冊、1978.8.26〜1978.11.10
第18分冊、1978.11.11〜1979.1.29
第19分冊、1979.1.30〜1979.3.31卒業
「卒業を前にして自分が今言える事」B4.400字原稿
用紙�枚

1979.3.311975.9.354

�冊
第
分冊、1975.7.29〜1975.10.28
第�分冊、1975.10.29〜1976.2.1
第�分冊、1976.2.2〜1976.3.23
第�分冊、1976.3.24〜1976.6.8
第�分冊、1976.6.9〜1976.8.23
第�分冊、1976.8.24〜1976.11.1
第�分冊、1976.11.2〜1977.2.6
第�分冊、1977.2.7〜1977.4.20卒業

1977.4.201975.7.2953
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�冊
第
分冊、1976.3.29〜1976.6.10
第�分冊、1976.6.11〜1976.9.2
第�分冊、1976.9.3〜1976.11.24
第�分冊、1976.11.25〜1977.3.5
第�分冊、1977.3.6〜1977.6.17
第�分冊、1977.6.18〜1977.9.30
第�分冊、1977.10.1〜1978.1.15
第�分冊、1978.1.10〜1978.3.29
第�分冊、1978.3.30〜1978.4.10卒業就職
日誌末尾に以下の記載。「…仕事をすることでは絶
対に人にひけをとらない安藤だ！ゆっくりゆっくり
と豊潤な人格に向かっていくと思っているよ。僕は
再非行の心配は100％なし
と見ている。体を大切にし、しっかりと頑張れよ！
どこかに自分の旗を挙げるまで頑張れよ。…」4.10

1978.4.101976.3.2956

第�分冊、1976.4.27〜1976.6.22
第�分冊、1976.6.23〜1976.9.8
第�分冊、1976.9.9〜1976.12.10
第�分冊、1976.12.11〜1977.3.17
第�分冊、1977.3.18〜1977.5.20
第�分冊、1977.5.21〜1977.7.25
第10分冊、1977.7.26〜1977.8.9卒業

�冊
第
分冊、1976.6.21〜1976.8.20
第�分冊、1976.8.21〜1976.10.20
第�分冊、1976.10.21〜1977.2.11
第�分冊、1977.2.12〜1977.5.23
第�分冊、1977.5.24〜1977.9.4
第�分冊、1977.9.5〜1977.12.6
第�分冊、1977.12.7〜1978.3.24
第�分冊、1978.3.25〜1978.4.11卒業就職
日誌末尾に以下の記載。「…僕は再非行の心配など
は100％絶対ないと思っている。自分のペースで、マ
イペースで仕事をしていけば、君なら釧路運輸の経
営にも参加できる人だ。ゆっくりゆっくり頑張れ
よ。君と暮らした
年10ヶ月、51年の�月から10月
の秋に煙草のことで君を殴りつけた辛い思い出を
切々と省みつつ、この記録を終る。1978.4.11夜起記
藤田俊二」。

1978.4.111976.6.2157

15冊
第
分冊、1976.7.14〜1976.9.17
第�分冊、1976.9.18〜1976.11.24
第�分冊、1976.11.25〜1977.1.15
第�分冊、1977.1.16〜1977.4.10
第�分冊、1977.4.11〜1977.7.6
第�分冊、1977.7.7〜1977.10.13
第�分冊、1977.10.14〜1978.2.8
第�分冊、1978.2.9〜1978.4.29
第�分冊、1978.4.30〜1978.7.22
第10分冊、1978.7.23〜1978.10.23
第11分冊、1978.10.24〜1979.2.7
第12分冊、1979.2.8〜1979.5.8

1980.3.261976.7.1458
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�冊
第
分冊、1976.9.27〜1976.12.12
第�分冊、1976.12.13〜1977.3.17
第�分冊、1977.3.18〜1977.6.15
第�分冊、1977.6.16〜1977.9.29
第�分冊、1977.9.30〜1978.1.15
第�分冊、1978.1.16〜1978.3.15卒業

1978.3.151976.9.2759

「Ｓ.54.7.26読了寺崎」
第13分冊、1979.5.9〜1979.9.15
第14分冊、1979.9.16〜1980.1.27
日誌末尾に以下の記載。「再非行は98％ないとみる」

「＊＊（59）と暮らした�年�ヶ月余の長かった年月
を振り返りなんともいえない淋しい気分の夜だ」。
「55.4.5読了寺崎…」

平和寮へ転
出。

�冊
第
分冊、1977.7.5〜1977.10.29
第�分冊、1977.10.30〜1978.2.27
第�分冊、1978.2.28〜1978.5.9

1978.5.91977.7.562

64

洗心寮より
転入。

�冊
第
分冊、1977.9.27〜1977.11.22
第�分冊、1977.11.23〜1978.2.11
第�分冊、1978.2.12〜1978.4.12
第�分冊、1978.4.13〜1978.6.12
第�分冊、1978.6.13〜1978.8.7
第�分冊、1978.8.8〜1978.9.8卒業

1978.9.81977.9.2763

�冊
第
分冊、1977.4.26〜1977.6.28
第�分冊、1977.6.29〜1977.10.10
第�分冊、1977.10.11〜1977.12.22
第�分冊、1977.12.23〜1978.3.25
第�分冊、1978.3.26〜1978.6.26
第�分冊、1978.6.27〜1978.9.12
第�分冊、1978.9.13〜1978.12.12
第�分冊、1978.12.13〜1979.2.6
第�分冊、1979.2.7〜1979.3.25 卒業

1979.3.251977.4.2661

12冊
第
分冊、1977.3.7〜1977.5.27
第�分冊、1977.5.28〜1977.9.4
第�分冊、1977.9.5〜1977.12.23
第�分冊、1977.12.24〜1978.4.10
第�分冊、1978.4.11〜1978.7.8
第�分冊、1978.7.9〜1978.10.2
第�分冊、1978.10.3〜1978.12.27
第�分冊、1978.12.28〜1979.3.12
第�分冊、1979.3.13〜1979.6.8
第10分冊、1979.6.9〜1980.10.28
第11冊、1979.10.29〜1980.2.28
第12冊、1980.2.29〜1980.6.25

1980.6.251977.3.760

13冊
第
分冊、第�分冊、第�分冊、所在未確認。
第�分冊、1978.6.29〜1978.9.14
第�分冊、1978.9.15〜1978.12.23

1981.8.151977.9.28
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寿司店に転
職。

�冊
第
分冊、1977.10.20〜1978.1.15
第�分冊、1978.1.16〜1978.4.29
第�分冊、1978.4.30〜1978.7.23
第�分冊、1978.7.24〜1978.11.1
第�分冊、1978.11.2〜1979.1.18
第�分冊、1979.1.19〜1979.4.9
第�分冊、1979.4.10〜1979.8.17
第�分冊、1979.8.18〜1979.12.21
第�分冊、1979.12.22〜1980.3.25
＊「ひとむれ」49巻11号、昭和53年10月
日、谷「平
和山頂の式典」
＊「北海道家庭学校創立64周年記念式留岡清男記念
碑除幕式」次第、昭和53年�月24日午後
時

1980.3.251977.10.2065

第�分冊、1978.12.24〜1979.3.16
第�分冊、1979.3.17〜1979.8.4
第�分冊、1979.8.5〜1979.12.18
第�分冊、1979.12.19〜1980.4.8
第10分冊、1980.4.9〜1980.8.22
第11分冊、1980.8.23〜1980.12.22
第12冊、1980.12.23〜1981.4.13
第13冊、1981.4.14〜1981.8.15
＊「ひとむれ」第50巻第15号、谷昌恒「1980年正月」

69

�冊
第
分冊、1978.5.1〜1978.7.19
第�分冊、1978.7.20〜1978.10.15
第�分冊、1978.10.16〜1979.1.29
第�分冊、1979.1.30〜1979.3.25卒業

1979.3.251978.5.168

千歳に就職。�冊
第
分冊、1978.3.16〜1978.6.23
第�分冊、1978.6.24〜1978.9.22
第�分冊、1978.9.23〜1978.12.8
第�分冊、1978.12.9〜1979.3.2
第�分冊、1979.3.3〜1979.6.1
第�分冊、1979.6.2〜1979.10.21
第�分冊、1979.10.22〜1980.3.26

1980.3.261978.3.1667

中学�年次､
登校拒否で
入校。公立
中学校に復
学。

�冊
第
分冊、1977.8.22〜1977.11.16
第�分冊、1977.11.17〜1978.1.19

1978.1.191977.11.1766

旭川に就職。�冊
第
分冊、1978.6.8〜1978.9.6
（Ｓ.53.9.18読了 寺崎）
第�分冊、1978.9.7〜1976.12.23
（12.28読了 寺崎）
第�分冊、1978.12.24〜1979.3.21
（Ｓ.54.5.20了 寺崎）
「なんとさっぱりした性格でしょう」
第�分冊、1979.3.22〜1979.8.6
第�分冊、1979.8.7〜1979.12.17
第�分冊、1979.12.18〜1980.4.14

1980.4.141978.6.8
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�冊
第
分冊、1978.9.20〜1978.12.5
第�分冊、1978.12.6〜1979.4.6
第�分冊、1979.4.7〜1979.8.8
第�分冊、1979.8.9〜1979.12.19
第�分冊、1979.12.20〜1980.4.11
第�分冊、1980.4.12〜1980.8.21
第�分冊、1980.8.22〜1980.12.21
第�分冊、1980.12.22〜1981.3.21就職
「それにしても＊＊(71)よ、今日の朝礼の挨拶輝い
ていたぞ。『僕は�年�ヶ月頑張りました。世の中
に出ても頑張ります。皆さんも頑張ってください』
…ありきたりの社会人になれるかどうか？
50％の心配があるだけに、今はただ萱場さんにひた
すらお願いしていくしかない。とに角、ぼけっとしな
いで、物を集めたり欲しがったりしないで、しっかり
と頑張るんだぞ！＊＊(71)1981.3.21夜 藤田」。

1981.3.211978.9.2071

幕別の中学
校�年復学。

11冊
第
分冊、1978.6.29〜1978.9.25
第�分冊、1978.9.26〜1979.1.25
第�分冊、1979.1.26〜1979.4.23
第�分冊、1979.4.24〜1979.9.15
第�分冊、1979.9.16〜1980.2.7
第�分冊、1980.2.8〜1980.6.25
第�分冊、1980.6.26〜1980.11.2
第�分冊、1980.11.3〜1981.3.13
第�分冊、1981.3.13〜1981.7.22
第10分冊、1981.7.23〜1981.12.25
第11分冊、1981.12.26〜1982.3.28

1982.3.281978.6.2970

75

東 京 に 帰
る｡

�冊
第
分冊、1979.4.8〜1979.5.26
第�分冊、1979.5.27〜1979.9.22
第�分冊、1979.9.23〜1979.12.26

1979.12.261979.4.874

�冊
第
分冊、1979.1.15〜1979.3.30
第�分冊、1979.3.21〜1979.7.27
第�分冊、1979.7.28〜1979.12.5
第�分冊、1979.12.6〜1980.4.5
第�分冊、1980.4.6〜1980.8.9
第�分冊、1980.8.10〜1980.12.10
第�分冊、1980.12.11〜1981.3.21就職

1981.3.211979.1.1573

�冊
第
分冊、1978.9.25〜1978.11.7
第�分冊、1978.11.8〜1979.1.10
第�分冊、1979.1.11〜1979.1.23

1979.1.231978.9.2572

�冊
第
分冊、1979.7.6〜1979.11.19
第�分冊、1979.11.20〜1980.4.8
第�分冊、1980.4.9〜1980.8.25
第�分冊、1980.8.26〜1980.11.6卒業就職
＊第
冊の裏表紙に以下のメモ

「55.2.13読了 寺崎

1980.11.61979.7.6
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�冊
第
分冊、1979.10.25〜1980.3.6
第�分冊、1980.3.7〜1980.7.13
第�分冊、1980.7.14〜1980.11.12
第�分冊、1980.11.13〜1981.1.17

1981.1.171979.10.2577

「北見職訓
建築科へ」。

�冊
第
分冊、1979.9.21〜1980.1.17
第�分冊、1980.1.18〜1980.5.17
第�分冊、1980.5.18〜1980.9.20
第�分冊、1980.9.21〜1981.1.30
第�分冊、1981.1.31〜1981.3.28
日誌末尾に以下の記載。「家出はあるかも知れない。
だけど、再非行は100％ないであろう。そうだよな
あ＊＊（76）！」以上、朱筆。

1981.3.281979.9.2176

54.8.21神様からの最大の贈りもの 人の善さを
持った＊＊（75）に私はほれぼれしました。今後の
成長を祈ります」。

「父の自営
業を手伝う
かたちで就
職」。

�冊
第
分冊、1980.5.29〜1980.9.8
第�分冊、1980.9.9〜1981.1.12
第�分冊、1981.1.13〜1981.5.6
第�分冊、1981.5.7〜1981.9.6卒業

1981.9.61980.5.2980

�冊
第
分冊、1980.3.27〜1980.7.22
第�分冊、1980.7.23〜1980.11.19
第�分冊、1980.11.20〜1981.3.24
第�分冊、1981.3.25〜1981.6.4就職
「再非行の心配は100％ない」と赤のボールペンで
大書。

1981.6.41980.3.2779

卒業札幌市
料理店に就
職。

11冊
第
分冊、1980.2.26〜1980.6.9
第�分冊、1980.6.10〜1980.10.23
第�分冊、1980.10.24〜1981.2.21
第�分冊、1981.2.22〜1981.7.8
第�分冊、1981.7.9〜1981.12.13
第�分冊、1981.12.14〜1982.3.21
旭川市内の中学校
年に復学。第�分冊末尾に
「＊＊の復学の成否は 五分五分と見ている」と記
載。枠内朱筆。
再入校1982年12月
日
第
分冊、1982.12.1〜1983.4.1
第�分冊、1983.4.2〜1983.8.28
第�分冊、1983.8.29〜1983.9.1
＊ノート表紙は「1983.8.29〜1984.1.17〜」

第�分冊、1984.1.17〜1984.12.12
第�分冊、1984.12.13〜1985.3.23

1985.3.231980.2.2678

�冊
第
分冊、1980.7.28〜1980.10.27
第�分冊、1980.10.28〜1981.2.22
第�分冊、1981.2.23〜1981.6.17
第�分冊、1981.6.18〜1981.10.27
第�分冊、1981.10.28〜1982.3.15
転寮。1983.3.20退校

1982.3.151980.7.2881
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平和寮へ転
出。

�冊
第
分冊、1980.11.10〜1981.3.3
第�分冊、1981.3.4〜1981.7.12
第�分冊、1981.7.13〜1981.9.7

1981.9.71980.11.2083

�冊
第
分冊、1980.8.25〜1980.12.20
第�分冊、1980.12.21〜1981.4.15
第�分冊、1981.4.16〜1981.8.10
第�分冊、1981.8.11〜1982.1.15
第�分冊、1982.1.16〜1982.3.31

1982.3.311980.8.2582

�冊
第
冊、1981.9.21〜1982.1.17
第�冊、1982.1.18〜1982.3.31

1982.3.311981.9.2191

87

�冊
第
分冊、1981.3.26〜1981.7.5
第�分冊、1981.7.6〜1981.12.6
第�分冊、1981.12.7〜1982.3.15

1982.3.151981.3.2686

�冊
第
分冊、1981.3.12〜1981.6.21
第�分冊、1981.6.22〜1981.11.17
第�分冊、1981.11.18〜1982.3.28
第�分冊、1982.3.29〜1982.3.31

1982.3.311981.3.1285

�冊
第
分冊、1981.1.22〜1981.4.29
第�分冊、1981.4.30〜1981.9.18
第�分冊、1981.9.9〜1982.2.11
第�分冊、1982.2.12〜1982.2.22卒業

1982.2.221981.1.2284

1981.8.2890

�冊
第
分冊、1981.8.11〜1981.11.3
第�分冊、1981.11.4〜1982.2.5
第�分冊、1982.2.6〜1982.3.14
転寮。1983.1.23退校
＊藤田未発表原稿「誰が悪いのでもない」では平井
幸策という仮名で記述される。

1982.3.141981.8.1189

�冊
第
分冊、1981.7.15〜1981.12.13
第�分冊、1981.12.14〜1983.3.15

1983.3.151981.7.1588

�冊
第
分冊、1981.5.20〜1981.8.28
第�分冊、1981.8.29〜1982.1.16
第�分冊、1982.1.17〜1982.3.15

1982.3.151981.5.20

�冊
第
分冊、1982.2.26〜1982.5.3
第�分冊、1984.1.17〜1984.3.25卒業

1984.3.251982.2.2692

�冊
第
分冊、1981.4.28〜1981.8.23
第�分冊、1981.8.24〜1981.12.21
第�分冊、1981.12.22〜1982.3.15
転寮。1983.1.23退校

1982.3.15
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�冊
第
分冊、1982.4.30〜1982.5.2
第�分冊、1984.1.17〜1984.4.4卒業

1984.4.41982.4.3094

�冊
第
分冊、1982.3.29〜1982.5.3
第�分冊、1984.1.17〜1984.4.3卒業
＊「卒業を前にして」B4×�枚

1984.4.31982.3.2993

98

日誌は、家
庭学校で保
管。

1985.3.201982.9.3097

�冊
第
分冊、1982.7.30〜1982.10.19
第�分冊、1982.10.20〜1983.3.2
第�分冊、1983.3.3〜1983.7.18
第�分冊、1983.7.19〜1984.9.1
第�分冊、1984.1.17〜1984.6.13
第�分冊、1984.6.14〜1985.3.14
第�分冊、1985.3.13〜1985.3.20卒業

1985.3.201982.7.3096

�冊
第
分冊、1982.6.25〜1982.10.12
第�分冊、1982.10.13〜1983.2.18
第�分冊、1983.2.19〜1983.7.3
第�分冊、1983.7.4〜1983.9.1

1983.9.11982.6.2595

1983.3.10102

掬泉寮より
一時緊急分
散で来る。


冊
1983.2.1〜1983.4.8

1983.4.81983.2.1100

中学
年に
復学。

�冊
第
分冊、1982.10.29〜1983.3.4
第�分冊、1983.3.25〜1983.7.18
第�分冊、1983.7.19〜1983.9.1
第�分冊、1984.1.17〜1984.3.26
＊「自分の今の気持ち 家庭学校の事 五十九年三
月二十五日」原稿用紙（400）�枚

1984.3.261982.10.2999

掬泉寮より
転入。

�冊
第
分冊、1982.10.1〜1983.1.20
第�分冊、1983.1.21〜1983.5.19
第�分冊、1983.5.19〜1983.9.1
第�分冊、1984.1.17〜1984.3.26卒業

1984.3.261982.10.1

掬泉寮緊急
分 散 で 来
る。

�冊
第
分冊、1983.2.1〜1983.5.11
第�分冊、1983.5.12〜1983.7.27卒業
家業（運送業）に従事。

1983.7.271983.2.1101

�冊
第
分冊、1983.3.10〜1983.7.6
第�分冊、1983.7.7〜1983.9.1
第�分冊、1984.1.17〜1984.7.1
第�分冊、1984.7.2〜1985.3.13
第�分冊、1985.3.14〜1985.3.23卒業

18985.3.23
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�冊
第
分冊、1983.6.13〜1983.9.1
＊「日記」（12.27〜1.89）を含む保存袋。

第�分冊、1984.1.17〜1984.6.8
第�分冊、1984.6.9〜1984.7.21

1984.7.211983.6.13104

�冊
第
分冊、1983.4.25〜1983.8.24
第�分冊、1983.8.25〜1983.9.1
第�分冊、1984.1.17〜1984.6.8卒業（就職）

1984.6.81983.4.25103

108

�冊
第
分冊、1983.10.26〜1983.10.27
第�分冊、1984.1.17〜1984.5.27
第�分冊、1984.5.28〜1985.1.26
第�分冊、1985.1.27〜1985.4.11卒業

1985.4.111983.10.26107

�冊
第
分冊、1983.9.19〜1983.10.2
第�分冊、1984.1.17〜1984.7.19
第�分冊、1984.7.20〜1985.3.16
第�分冊、1985.3.17〜1985.3.30卒業

1985.3.301983.9.19106

�冊
第
分冊、1983.7.12〜1983.9.1
第�分冊、1984.1.17〜1984.6.14
第�分冊、1984.6.15〜1984.7.21（�月卒業）
＊1983.12.27正月帰省。

「1984.1.9の帰省予定日に全校で唯一人＊＊（105）
だけ帰校せず」

1984.7.211983.7.12105

10冊
第
分冊、1984.5.30〜1985.3.2
第�分冊、1985.3.3〜1985.7.31
第�分冊、1985.8.1〜1985.10.18
＊「石上館煙草事件についての報告」藤田俊二、昭

和60年10月15日、原稿用紙�枚
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.17
第�分冊、1986.4.18〜1986.9.12
第�分冊、1986.9.13〜1987.3.4
第�分冊、1987.3.5〜1987.7.10
第�分冊、1987.7.11〜1987.11.15
第�分冊、1987.11.16〜1988.3.11

1988.3.211984.7.3110

�冊
第
分冊、1984.5.1〜1985.1.10
第�分冊、1985.1.11〜1985.6.1
第�分冊、1985.6.2〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.3.21卒業

1986.3.211984.5.1109

中学
年に
復学。

�冊
第
分冊、1984.3.28〜1985.2.11
第�分冊、1985.2.12〜1985.7.11
第�分冊、1985.7.12〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.10
第�分冊、1986.4.11〜1986.9.6
第�分冊、1986.9.7〜1987.2.8
第�分冊、1987.2.10〜1987.4.6卒業

1987.4.61984.3.28
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�冊
第
分冊、1984.7.3〜1985.2.21
＊「平和寮から緊急転寮」

第�分冊、1985.2.22〜1985.6.18
第�分冊、1985.6.19〜1985.8.12卒業

1985.8.121984.7.3111

第10分冊、1988.3.12〜1988.3.21卒業
日誌末尾に「再非行など100％なし 1988.3.21（大
安）藤田記（55才）」と記載。

115

�冊
第
分冊、1984.11.27〜1985.2.17
第�分冊、1985.2.18〜1985.5.9
第�分冊、1985.5.10〜1985.5.19中途卒業

1985.5.191984.11.27114

1989.4.11
無外（無断
外出)のま
ま退校、6.5
北海少年院
へ。

11冊
第
分冊、1984.10.24〜1985.3.29
第�分冊、1985.3.30〜1985.8.5
第�分冊、1985.8.6〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.3
第�分冊、1986.4.4〜1986.8.21
第�分冊、1986.8.22〜1987.1.29
第�分冊、1987.1.30〜1987.3.21
（養護施設）「美深育成園へ措置変更」
再入校
第�分冊、1988.8.18〜1988.10.9
第�分冊、1988.10.10〜1988.12.18
第10分冊、1988.12.19〜1984.4.6
第11分冊、1989.4.7〜1989.4.11
「無外したまま退校」。
以後、�月�日まで記述（36頁）。
「…小学校�年生で入校して�年、僕はぼんやりと
お前の様々な時の顔を思い出している。お前は可哀
想な身の上だ。しかし、それだからこそきちんと生
きなければならないのだよ！結局は僕はお前になん
の役にも立たなかった！申し訳ない。1989.6.8藤
田」。
＊＊(113)の姓は母方の実家の姓。

1989.4.111984.10.5113

�冊
第
分冊、1984.9.5〜1985.2.23
第�分冊、1985.2.24〜1985.5.29
第�分冊、1985.5.30〜1985.8.6
第�分冊、1985.8.7〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1985.12.17卒業

1985.12.171984.9.5112

�冊
第
分冊、1985.3.19〜1985.7.19
第�分冊、1985.7.20〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.12
第�分冊、1986.4.13〜1986.8.28
第�分冊、1986.8.29〜1986.12.14
第�分冊、1986.12.15〜1987.4.8卒業
日誌末尾に以下の記載。「…真面目に頑張っていれ
ば、世の中段々いいことがふえて来るからな！頑張
れよ！＊＊（115）62.4.9藤田」。

1987.4.81985.3.19
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�冊
第
分冊、1985.7.15〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.9
第�分冊、1986.4.10〜1986.9.3
第�分冊、1986.9.4〜1987.2.2
＊ 卒業する＊＊（117）の思い出作文「＊＊さんの思
い出」Ｂ4×12人

1987.2.21985.7.15117

�冊
第
分冊、1985.6.4〜1985.8.22
第�分冊、1985.8.23〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.13
第�分冊、1986.4.14〜1986.8.28
第�分冊、1986.8.29〜1987.2.3
第�分冊、1987.2.4〜1987.6.24
第�分冊、1987.6.25〜1987.10.28
第�分冊、1987.10.29〜1988.2.29
第�分冊、1988.3.1〜1988.3.21

1988.3.211985.6.4116

�冊
第
分冊、1986.8.25〜1987.1.25

1988.5.51986.8.25124

121

�冊
第
分冊、1985.12.10〜1986.5.14
第�分冊、1986.5.15〜1986.10.6
第�分冊、1986.10.7〜1987.3.18
第�分冊、1987.3.19〜1987.7.30
第�分冊、1987.7.31〜1987.9.15卒業

1987.9.151985.12.20120

�冊
第
分冊、1985.11.7〜1986.4.29
第�分冊、1986.4.30〜1986.9.21
第�分冊、1986.9.22〜1987.3.17卒業

1987.3.171985.11.7119

�冊
第
分冊、1985.9.2〜1985.10.18
第�分冊、1985.10.19〜1986.4.24
第�分冊、1986.4.25〜1986.9.22
第�分冊、1986.9.23〜1987.3.5
第�分冊、1987.3.6〜1987.5.23卒業
「卒業を前にしての作文」B4×�枚。

1987.5.231985.9.2118

�冊
第
分冊、1986.7.25〜1986.12.25
第�分冊、1986.12.26〜1987.5.26
第�分冊、1987.5.27〜1987.9.7
第�分冊、1987.9.8〜1988.1.14
第�分冊、1988.1.15〜1988.5.5卒業

1988.5.51986.7.25123

楽山寮より
転入。

�冊
第
分冊、1986.9.12〜1987.1.20
第�分冊、1987.1.21〜1987.3.17卒業

1987.3.171986.9.12122

「強制引き
取 り で 退
校」札幌市
内の中学校
に復学。


冊
第
冊、1986.4.22〜1986.8.21

1986.8.211986.4.22
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冊
第
冊、1990.2.2〜1990.3.13

1990.3.131986.10.24125

第�分冊、1987.1.26〜1987.6.1
第�分冊、1987.6.2〜1987.9.30
第�分冊、1987.10.1〜1988.1.6
第�分冊、1988.1.7〜1988.4.19
第�冊、1988.4.20〜1988.5.5卒業
校長は評価するが、セツ子婦人の評価がよくない。
＊＊（118）によっていびられ、「小さく暗くいじけ
きっている」「もっと強くないか！」と記述される。
1987年�月で17才。

�冊
第
分冊、1987.3.12〜1987.7.22
第�分冊、1987.7.23〜1987.11.21
第�分冊、1987.11.22〜1988.3.20
第�分冊、1988.3.21〜1988.6.26
第�分冊、1988.6.27〜1988.9.22
第�分冊、1988.9.23〜1988.11.28
第�分冊、1988.11.29〜1989.2.22卒業
「父さんが迎えに来て発って行った。父さんとは初
対面、生徒たちが『あれっやーさんだ〜〜！』と息を
のんだ位にそれは暴力団スタイルだったし、顔も、
優しさを怖さが包んでいる様な或いはその逆の様な
感じで、乗って来た車もやーさんがよく乗っている
外車、運転しているのが又弟分風の若者、その若い
人は『少年院を出ました。』と淡々と明るく語り、僕
はどう対応していいか戸惑いながらもえーっと腹を
決めて四方山話をした後に手を振って送り出したの
だった。心配は一杯ある！しかし、根本的には『悪
い事はしない』＊＊（128）の倫理観の確さを高く評
価しているから、心配はしていない。再非行は100％
なしとみる。ただな＊＊（128）！人にだけは好かれ
る様に努力すれよ！そして頑張れよ！頑張ればなん
とかなるのだから〜〜！。 1989.2.22 藤田俊二」。

1989.2.221987.3.12128

�冊
第
分冊、1987.2.4〜1987.6.18
第�分冊、1987.6.19〜1987.9.29
第�分冊、1987.9.30〜1988.1.15
第�分冊、1988.1.16〜1988.5.23

1988.5.231987.2.4127

�冊
第
分冊、1986.12.5〜1987.5.9
第�分冊、1987.5.10〜1987.9.24
第�分冊、1987.9.25〜1988.2.10
第�分冊、1988.2.11〜1988.4.2卒業
日誌末尾に以下の記載。
「母さん、姉ちゃん（帯広在住）、姉ちゃんの夫（20
才位？）が迎えに来て、にこにこしながら発って行っ
た。『お世話になりました』大人びた挨拶に僕は＊＊

（128）の成長を感じながら握手！
＊＊（128）なら100％心配することなし！体を大切
にしてしっかり頑張れよ！健闘を心から祈る！
1988.4.2 大安 藤田記」。

1988.4.21986.12.5126
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11冊
第
分冊、1987.8.20〜1987.12.2
第�分冊、1987.12.3〜1988.3.23
第�分冊、1988.3.24〜1988.6.25
第�分冊、1988.6.26〜1988.9.28
第�分冊、1988.9.29〜1988.12.15
第�分冊、1988.12.16〜1989.4.23
第�分冊、1989.4.14〜1989.8.18
第�分冊、1989.8.19〜1989.10.19
「10.19 洗濯をやり直せ そんな厚い真冬に着る
とっくりセーターを着て作業班に行く奴があるかと
怒鳴りつけたら形相変えてむくれた。単にむくれた
というより、反抗的な眼で今にも踊りかからんばか
りの形相、眼がすわっての大むくれ 大喝」とノー
トに朱筆して大書。
第�分冊、1989.10.20〜1989.12.24
第10分冊、1989.12.25〜1990.2.28
第11冊、1990.3.1〜1990.3.13
「午後の職員会で決定。�月17日で僕の石上館は終
り。�月21日から捧先生の石上館が始まる」。

1990.3.131987.8.20130

1989.4.11
無外。無外
の ま ま 退
校、5.29東
北 少 年 院
へ。

�冊
第
分冊、1987.7.9〜1987.11.2
第�分冊、1987.11.3〜1988.2.29
第�分冊、1988.3.1〜1988.6.6
第�分冊、1988.6.7〜1988.9.13
第�分冊、1988.9.14〜1988.11.18
第�分冊、1988.11.18〜1989.1.26
第�分冊、1989.1.27〜1989.3.27
第�分冊、1989.3.28〜1989.4.11

1989.4.121987.7.9129

�冊
第
分冊、1988.4.22〜1988.7.29
第�分冊、1988.7.30〜1988.11.13

1990.3.131988.4.22133

1989.4.1無
外のまま少
年院。

�冊
第
分冊、1987.11.13〜1988.3.1
第�分冊、1988.3.2〜1988.6.26
第�分冊、1988.6.27〜1988.9.20
第�分冊、1988.9.21〜1988.12.5
第�分冊、1988.12.6〜1989.3.30
第�分冊、1989.3.31〜1989.4.12

1989.4.121987.11.13132

�冊
第
分冊、1987.9.30〜1988.2.1
第�分冊、1988.2.2〜1988.6.8
第�分冊、1988.6.9〜1988.9.15
第�分冊、1988.9.16〜1988.12.1
第�分冊、1988.12.2〜1989.4.10
第�分冊、1989.4.11〜1989.8.18
第�分冊、1989.8.18〜1989.11.2卒業
＊＊（131）が卒業の挨拶をする。「僕は�年
ヶ月
ここで暮らして来ました。辛い事や楽しい事がいっ
ぱいあったけれど、頑張って来ました。皆さんも頑
張って下さい。なんとなく＊＊（131）が言うとずっ
しりとした重味があって、僕はじっと腕組みして目
をつぶって聞いた。…」

1989.11.21987.9.30131
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1986.11.28
入校。楽山
寮 か ら 転
入。

�冊
第
分冊、1988.5.3〜1988.7.3
第�分冊、1988.7.4〜1988.10.13
卒業の10月13日「考える所有り。送別会も挨拶廻り
もなし」。日誌(128)

1988.10.131988.5.3134

第�分冊、1988.11.14〜1989.3.23
第�分冊、1989.3.24〜1989.6.25
第�分冊、1989.6.26〜1989.10.5
第�分冊、1989.10.6〜1989.12.17
第�分冊、1990.3.9〜1990.3.13
「�月17日で僕の石上館は終り。�月21日から棒先
生の石上館が始まることに決定」。

138

�冊
第
分冊、1988.12.3〜1989.2.25
第�分冊、1989.2.26〜1989.5.16
第�分冊、1989.5.17〜1989.8.24
第�分冊、1989.8.25〜1989.11.4
第�分冊、1989.11.5〜1989.12.17
第�分冊、1989.12.18〜1990.2.16
第�分冊、1990.2.17〜1990.3.13
「午後の職員会で決定。�月17日で僕の石上館は終
り。�月21日から捧先生の石上館が始まる」。

1990.3.131988.12.3137

1989.4.12
無 外。6.1
札幌少年鑑
別所へ。
6.22家裁審
判で復学に
決定。

�冊
第
分冊、1988.10.24〜1988.10.24
第�分冊、1988.12.25〜1989.4.12
第�分冊、1989.4.13〜1989.8.17

1987.8.171988.10.24136

�冊
第
分冊、1988.6.29〜1988.9.27
第�分冊、1988.9.28〜1988.12.16
第�分冊、1988.12.17〜1989.4.5
第�分冊、1989.4.6〜1989.8.18
第�分冊、1989.8.19〜1989.11.19
第�分冊、1989.11.20〜1990.2.10
第�分冊、1990.2.11〜1990.3.13
日誌末尾に以下の記載。「�月17日で僕の石上館は
終わり。�月21日から捧先生の石上館が始まる。�

月24日付けで石橋の退所申請書を発送」。

1990.3.131988.6.29135

1989.9.7北
見児童相談
所へ送致、
一時保護。

�冊
第
分冊、1988.12.26〜1989.4.12
第�分冊、1989.4.13〜1989.6.11
第�分冊、1989.6.12〜1989.8.20
第�分冊、1989.8.21〜1989.9.6緊急退校
＊暴力行為の状況について赤のボールペンで大書し
て記述する頁が続く。12頁。�月25日まで。

1989.9.61988.12.26139

1986.11.21
入校。桂林
寮 か ら 転
入。


冊
第
冊、1988.12.5〜1989.2.6（卒業）
「全校1.2の大物」ボス(日誌：131)、卒業。

1989.2.61988.12.5
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�冊
第
分冊、1989.5.1〜1989.8.18
第�分冊、1989.8.18〜1989.11.20
第�分冊、1989.11.21〜1990.2.20
第�分冊、1990.2.21〜1990.3.13
「午後の職員会で決定。�月17日で僕の石上館は終
り。�月21日から捧先生の石上館が始まる」。

1990.3.131989.5.1140

9.8「本当は淋しい孤独な少年だった＊＊（139）。し
かし、僕はどうしても切らざるを得なかった。今に
して辛さがつのるが切らざるを得なかった」。
身長は186cm。「なんとも辛い成績査定会議だった。
更に辛いのは大物＊＊（139）を御せないでいる自ら
の非力！」。日誌(131)、8.23
「＊＊(139)が持って来た缶コーラ10ヶ、「投げて下
さい」と＊＊（137）が言いに来たので捨てる。惨。
淋しい」。日誌(139)、1989.9.5
「＊＊(139)が居なくなった途端に寮の雰囲気が一
変してしまった。＊＊（130）が笑い、＊＊（140）が
ふざけ、…。本当は淋しい孤独な少年だった＊＊

（139）。しかし、僕はどうしても切らざるを得なかっ
た」。日誌(139)、1989.9.8
北見児相家村先生来校「＊＊（139）君は結局�泊だ
けの一時保護で家に帰りました。指導限界児である
ことを切実に痛感しました」日誌（140）、1989.9.13

144

教務部長兼楽山寮長の立場であったため、日誌には
記さず。

1989.11.1143

�冊
第
分冊、1989.9.21〜1989.12.6
第�分冊、1989.12.7〜1990.2.12
第�分冊、1990.2.13〜1990.3.13
「�月17日で僕の石上館は終り。�月21日で捧先生
の石上館が始まる」。

1990.3.131989.9.21142

�冊
第
分冊、1989、6、19〜1989.10、4
第�分冊、1989、10、5〜1989.12、17
第�分冊、1989、12、18〜1990、3、6
第�分冊、1990、3、7〜1990.3、13
「�月17日で僕の石上館は終り、�月21日から棒先
生の石上館が始まる」。

1990.3.131989.6.19141

楽山寮の閉
鎖により転
入。


冊
第
冊、1990.1.9〜1990.2.18卒業

1990.2.181990.1.9146

�冊
第
冊、1989.12.6〜19902.18
第�冊、1990.2.19〜1990.3.13
「午後の職員会で決定。�月17日で僕の石上館は終
り。�月21日から捧先生の石上館が始まる。

1990.3.131989.12.6145

�冊
第
冊、1989.11.15〜1989.2.11
第�冊、1990.2.12〜1990.3.13
「午後の職員会で決定。�月17日で僕の石上館は終
り。捧先生の石上館が�月21日から始まる」。

1990.3.131989.11.15
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楽山寮の閉
鎖により転
入。


冊
第
冊、1990.1.9〜1990.3.13
「�月17日で僕の石上館は終り、�月21日から棒先
生の石上館が始まる」。

1990.3.131990.1.9147


